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の経済規模はアメリカを追い越し、また、2050 年にアメリカの経済規模の約 2 倍となるという結論
が得られた。一方、シミュレーション分析の結果からは 2050 年においても、中国の 1 人あたり GDP






への配分率を計算する。なお、第 7 章は『北東アジア地域研究』の第 25 号に掲載された柳東民氏と
の共著論文を修正したものである。 
各章におけるモデルの改良点をまとめると表 0-1の通りである。 




第 3章モデル なし なし なし 
第 4章モデル なし あり あり 
第 5章モデル あり なし なし 
第 6章モデル あり あり なし 












は、先行研究における 2部門データの構築成果を踏まえながら、消費財・資本財から成る 2部門産業 
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連関表構築の方法を提示する。また、その方法を用いて、中国、日本、アメリカ、インドにおいても
2部門データを構築し、比較分析を行う。なお、第 8章は大平哲氏との共著論文で、現在『三田学会
雑誌』に投稿中である。 
 
